
 

国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運営及び 

利用に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運営及び利用並びに患

者の個人情報の保護の確保に関して必要な事項を定め、これを遵守することにより、地域の医療機関が

インターネットを利用して国立循環器病研究センター病院の診療情報を安全に閲覧し、地域医療の質的

向上及び連携の推進に資することを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要綱における用語の定義は、次の各号のとおりとする。 

（１）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステム日本電気株式会社が提供する地域医療連

携ネットワークサービス「ID-Link」（以下「ID-Link」という。）を利用することにより、国立循環器

病研究センター病院の診療情報を閲覧することを中心とする情報連携サービスを実現する仕組みと、こ

れを構成する機器類をいう。 

（２）システム管理者国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運営の責任者としてシ

ステム管理者を置き、国立循環器病研究センター病院事業管理者をもってこれに充てる。 

（３）参加医療機関この要綱の内容を十分に理解し、これに同意した上で、国立循環器病研究センター地

域連携ネットワークシステムの利用をシステム管理者から承認された医療機関をいう。 

（４）代表者各医療機関の責任者をいう。 

（５）利用者参加医療機関の職員で、所属する医療機関の代表者から国立循環器病研究センター地域連携

ネットワークシステムの利用を許諾された者をいう。 

 

（医療機関の利用条件） 

第３条 医療機関は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムに参加する場合は、次の

各号のすべてに該当するものに限る。 

（１）国立循環器病研究センター病院と共同診療を行う医療機関であること。 

（２）この要綱の内容を十分に理解し、これに同意した上で要綱を遵守すること。 

（３）第５条に規定する手続きを行い、システム管理者の承認を得ること。 

 

（システム管理者の役割） 

第４条 システム管理者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運営にあたり次

の各号の責務を負うものとする。 

（１）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運営にあたり、関連する法令及び条例

並びに厚生労働省が定める医療情報システムの安全管理に関するガイドラインの各項目に適合するよう

留意すること。 

（２）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムに参加する医療機関の承認及び中止に関

する事項を管理し、そのアクセス権限を設定し、不正な利用を防止すること。 

（３）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムにおける患者情報の公開に関する事項を

適切に管理し、個人情報の不適切な利用や漏えい事故を未然に防止すること。 

（４）悪意のある不正なアクセスを監視し、セキュリティ対策を講じること。 



 

（５）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムが支障なく運営される環境を整備するこ

と。 

２ システム管理者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの円滑な運用を図るた

め、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの運用を担当する運用担当責任者を置く

ことができる。 

（利用申込手続き） 

第５条 国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムへの参加を希望する医療機関の代表者

は、システム管理者に「国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステム参加申込書」（様式

第５号）及び「誓約書」（様式第６号）並びに必要な書類を提出しなければならない。 

２ システム管理者は、前項に定める書類の提出を受けた場合は、その可否について審査し、結果を医療

機関の代表者に通知するものとする。 

 

（医療機関の参加） 

第６条 参加医療機関の代表者は、前条の規定による国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシ

ステムの利用の承認を受けた場合は、ID-Linkの利用約款を理解し、その内容に同意した上で、日本電気

株式会社と契約しなければならない。また、当該ネットワークの接続に必要な機器及びソフトウェアは

参加医療機関が準備しなければならない。 

２ 参加医療機関の代表者は、当該医療機関に在籍する職員のうち、国立循環器病研究センター地域連携

ネットワークシステムの利用を希望する者に対して、この要綱及びID-Linkの利用約款の内容を十分に理

解させた上で、利用者としてID-Linkに登録し、当該職員に対して利用者ＩＤ及びパスワードを通知する

ものとする。 

３ 参加医療機関の代表者は、所属する利用者がID-Linkの利用を中止した場合は、速やかに利用者ＩＤの

取り消しを行わなければならない。 

 

（参加医療機関情報の変更） 

第７条 参加医療機関の代表者は、参加医療機関の住所、施設名及び代表者等の変更が生じた場合は、速

やかに「参加医療機関情報変更届」（様式第７号）をシステム管理者に提出しなければならない。ま

た、医療機関コードが変更になった場合は、変更ではなく新規に参加申請を行わなければならない。 

 

（医療機関の利用の中止） 

第８条 国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用を中止しようとする参加医療機

関の代表者は、速やかに「利用中止届」（様式第８号）をシステム管理者に提出しなければならない。 

 

（参加医療機関の代表者の責務） 

第９条 参加医療機関の代表者は、次の各号の責務を負うものとする。 

（１）この要綱及びID-Linkの利用約款に従い、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステム

を利用すること。 

（２）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用者を別に定める職種に限定するこ

と。 

（３）利用者情報の登録、変更及び削除を適正に管理し、変更が生じた場合は速やかに手続きを行うこ

と。 



 

（４）自施設の利用者に対して、第１０条に規定する利用者の責務についての説明を行い、同条の責務を

遵守させること。 

（５）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの情報の漏えい、改ざん、消去等を防止

するため、自施設の利用者及びその他の職員への教育及び指導を行うこと。 

（６）情報の漏えい、改ざん、消去等のセキュリティ事故が発生したことが疑われる場合は、直ちにシス

テム管理者に報告すること。 

（７）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムを利用する端末について、盗難対策等の

管理を行うこと。 

（８）不正プログラム対策ソフトを導入し、ソフトのアップデートやウイルス定義ファイルの更新を行う

ことによりコンピュータウイルス等の不正なプログラムへの対策を行い、国立循環器病研究センター地

域連携ネットワークシステムの情報の漏えい、改ざん、消去等が発生しないように努めること。 

 

（利用者の責務） 

第１０条 利用者の責務は、次の各号とおりとする。 

（１）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用について、各参加医療機関の代表

者の指示に従うこと。 

（２）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムにおいて閲覧した情報は、診療以外の目

的では利用しないこと。 

（３）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムにおける情報は、閲覧のみの利用とし、

複製、記録、公開、閲覧施設から持ち出してはならないこと。 

（４）利用者の閲覧は、国立循環器病研究センター病院の医師と共同で診療をする当該患者の診療情報に

限ること。 

（５）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムで閲覧した情報を、システム管理者の許

可なく患者若しくは患者代理人又は他の医療機関に提供してはならないこと。 

（６）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの診療情報は、利用者が診療を行う際に

その参考とするものであり、利用者は必ず自己の責任において患者を診療することとし、診療や患者へ

の説明内容については、利用者が責任を負うこと。 

（７）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの情報の漏えい、改ざん、消去等の不正

行為をしないこと、また不正行為が起こらないよう適正に利用すること。 

（８）情報の漏えい、改ざん、消去等の事故が発生したことが疑われる場合は、直ちに自施設の代表者に

報告すること。 

（９）ID-Linkの利用者ＩＤ及びパスワードを適切に管理し、本人以外が当該利用者ＩＤ及びパスワードを

使用しないようにすること。 

（１０）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用に際しては、この要綱に定める

もののほか、個人情報の保護に関する法律（平成15 年法律第57 号）、吹田市個人情報保護条例（平成

14年吹田市条例第7号。以下「条例」という。）及び関係法令を遵守すること。 

 

（診療情報の取扱い） 

第１１条 参加医療機関の代表者及び利用者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステ

ムで閲覧した診療情報の取扱いについて、次の各号のとおりとする。 

（１）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムで閲覧した時点で、診療情報の管理責任



 

の所在が国立循環器病研究センター病院から参加医療機関の代表者及び利用者に帰属すること。 

（２）国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムで閲覧した診療情報は個人情報であるこ

とを強く認識し、万全の注意を払い慎重に取り扱うこと。 

 

（守秘義務） 

第１２条 参加医療機関の代表者及び利用者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステ

ムによって業務上知り得た情報に関して、当該参加医療機関に在職中のみならず、退職後においても守

秘義務を負うものとする。 

 

（患者の同意） 

第１３条 システム管理者は、患者本人または法定代理人が「同意書」（様式第９号）を提出した場合に

限り、参加医療機関に対して患者の診療情報を閲覧させることができるものとする。ただし、患者本人

が同意の意思を表せない特段の理由がある場合は、正当な代理人の同意により閲覧の許可ができるもの

とする。 

２ システム管理者は、前項の閲覧権限の付与について、患者が同意した範囲に限定して行うものとす

る。 

３ 参加医療機関の代表者及び利用者は、ID-Linkへの登録及び国立循環器病研究センター地域連携ネット

ワークシステムの利用について、患者本人または法定代理人に説明を適切に行ったうえで同意書を取得

し、システム管理者に提出しなければならない。 

４ 参加医療機関の代表者及び利用者は、同意書の取得に際し、患者本人、法定代理人または正当な代理

人であることを書面等により確認しなければならない。 

５ システム管理者は、前項の同意書に偽造及び虚偽の記載が行われた場合は、当該参加医療機関に対し

て、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用の停止等の適切な処置を行うこと

ができるものとする。 

６ システム管理者は、患者本人又は法定代理人が同意を撤回するために「同意撤回書」（様式第１０

号）を提出した場合は、当該患者の診療情報の閲覧を停止する措置を講じなければならない。 

 

（サービスの利用時間） 

第１４条 システム管理者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムが２４時間３６

５日、利用可能となるよう努めるものとする。 

２ システム管理者は、前項の規定にかかわらず、機器の保守点検、修理その他やむを得ず国立循環器病

研究センター地域連携ネットワークシステムを停止する必要がある場合は、予告なく運用を停止するこ

とができる。 

 

（国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの終了） 

第１５条 システム管理者は、この要綱の規定にかかわらず、いつでも国立循環器病研究センター地域連

携ネットワークシステムを終了することができるものとする。 

 

（閲覧の停止） 

第１６条 システム管理者は、利用者が次の各号の事項のいずれかに該当したときは、利用者または所属

する施設の国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムによる診療情報の閲覧を停止する



 

ことができる。 

（１）第２条の利用者条件に該当しなくなったとき。 

（２）本要綱の規定に違反したとき。 

（３）法令、条例、ガイドライン等の規定に違反したとき。 

（４）ネットワークシステムに多大な負荷をかけるなど、ネットワークの安定稼働を妨げる行為があった

とき。 

（５）当該医療機関より不正な個人情報の漏えい、目的外利用等の事故が生じたとき、または事故の発生

が強く疑われ患者の権利が損なわれる可能性が高いと考えられるとき。 

（６）当該医療機関がID-Linkの利用資格がなくなったとき。 

２ システム管理者は、参加医療機関がこの要綱の規定を遵守しない等、不適切な運用を行った場合は、

当該参加医療機関が国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムを利用することを中止す

ることができるものとする。 

３ 参加医療機関の代表者は、利用者が国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムによる

診療情報の閲覧をする必要がなくなった場合は、当該利用者を速やかにシステム管理者に連絡しなけれ

ばならない。 

 

（業務委託） 

第１７条 システム管理者は、国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムにかかる運用管

理業務の一部を委託することができる。 

 

（権利義務の譲渡の禁止） 

第１８条 参加医療機関の代表者は、システム管理者の許可を得ずにこの要綱上の権利及び義務の全部ま

たは一部を他に譲渡してはならない。 

 

（この要綱の変更） 

第１９条 システム管理者は、参加医療機関の同意を得ずに、この要綱の変更ができるものとする。 

２ システム管理者は、前項において要綱を変更した場合は、参加医療機関に対して、速やかに変更内容

を通知するものとする。 

 

（管轄裁判所） 

第２０条 国立循環器病研究センター地域連携ネットワークシステムの利用について国立循環器病研究セ

ンター病院と参加医療機関の間で訴訟等が生じた場合は、国立循環器病研究センター病院の所在地を管

轄する裁判所を第一審の裁判所とする。 

 

（雑則） 

第２１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、システム管理者が定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和3年3月1日から施行する。 


